
釣鈎の沈降速度は主に以下の要因に左右されます:
•	 釣鈎につけた錘の重量
•	 釣鈎と錘の距離

重い錘を釣鈎の近くにつけることが、最も効果的に餌付きの釣鈎を素早く沈
め、海鳥の混獲を減らします。軽い錘を釣鈎から離れた位置につけると、海鳥
にとっての危険水深域より深く沈むまでの間、釣鈎は海面近くにしばらくとどま
ることになります。

釣鈎を早く沈めるには、錘を釣鈎から離してつける場合は錘を重くする必要が
あります。アホウドリ類及びミズナギドリ類の保存に関する協定	(ACAP)	は、以
下の最小加重基準が最良であると推奨しています:

多くの研究プロジェクトでは、枝縄に錘をつけても捕獲対象魚の漁獲率に影
響を与えず、海鳥に餌を奪われることも減ることが示されています。

浮延縄漁による
海鳥混獲の防止

問題点と解決方法	
船員の安全：	加重枝縄を使用する際の懸念は、錘付きの枝縄が切れたり噛み切
られたりした場合の、錘の漁船への跳ね返り（フライバック）です。スライド式の
鉛は、噛み切りの際に鉛が枝縄から滑り落ちるので、フライバックの発生率を著
しく減らします。米国では、漁師は縄の回収時の角度を変更し、縄が切れた場合
の錘の進路に船員がいないようにして、フライバックに対処しています。ヘルメッ
トや顔面保護具等の防具の着用や、揚縄時の安全の徹底は、リスクを最小限に
することに役立ちます。

プロペラによる乱流：	釣鈎を確実に速く沈ませるには、プロペラによる乱流より
後方、かつトリライン（吹き流し）による保護範囲内に投縄する必要があります。

他の混獲回避措置との併用
加重枝縄は、最も重要な混獲回避策と考えられていますが、その効果を最大限
引き出すには、トリライン（吹き流し）や夜間投縄と併用することが重要です。これ
らの方法を併用することで、餌が付いている釣鈎に海鳥が接近可能なエリア(水
深10	m未満)	をトリラインが守り、加重枝縄を使うことによってトリラインが守ら
なければいけないエリアを狭めることができます。
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概説

加重枝縄とその仕組み
海鳥は、投縄から釣鈎が海鳥の潜水深
度より深く沈むまでの短時間に、捕獲さ
れがちです。加重枝縄は、海面や浅めの
水深で餌を取る海鳥の潜水深度よ	りも
釣鈎を深く沈め、餌の付いた釣鈎に鳥
が近づく可能性を減らすことに役立ちま
す。海鳥の潜水深度はたいてい浅いの
で(水深10	mまで)、加重枝縄の効果を出
すには、より深い位置に釣鈎を迅速に沈
ませる必要があります。
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海鳥にとって、海面から水深10m以内
にある釣鈎が最も危険です
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